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2020 年 6 月 第 18 巻第 6 号 

 

かく語りき－聖人の言葉 

 

神の御名は数多くあり、形は無数にあ

ります。そこから「彼」に近づくので

す。 

あなたが「彼」をいかなる御名と形で

礼拝したとしても、それを通して「彼」

を悟るでしょう。 

…シュリー・ラーマクリシュナ 

 

わたしは、この世にいる間は、世の光

である。私と父なる神とは一つである。 

…イエス・キリスト 

 

今月の目次 

 

・かく語りき――聖人の言葉 

・2020 年 8 月の予定 

・2020 年 5 月逗子例会  

「暗闇から光へお導きください」 

スワーミー・ディッヴャナターナンダ 

・忘れられない物語 

・今月の思想 

 

今月の予定 

7 月より、逗子本部で開催されるイベン

トに再びご参加いただけるようになり

ましたが、参加される方は以下のこと

をお守りください。 

1.予定されているイベントに参加する

場合は、<benkyo.nvk@gmail.com>まで

ご連絡ください。 

2.協会では常にマスクを着用してくだ

さい。 

3.到着時に入り口にある消毒液を御使

用ください。 

4.石鹸と水で丁寧に手を洗い、水道水

（洗面所）でうがいをしてください。 

 

日本ヴェーダーンタ協会 

会長：スワーミー・メーダサーナンダ 

 

8 月も日本ヴェーダーンタ協会で行わ

れるイベントはすべて生配信される予

定ですので、パソコンや携帯電話でご

視聴ください。  

※講話のライブストリーミング： 

https://www.vedantajp.com/映像ギャ

ラリ/livestreaming/ 

※もしくはホームページよりご覧くだ

さい： https://www.vedantajp.com 

 

 

https://www.vedantajp.com/
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・8月の生誕日 

スワーミー・ニランジャナーナンダ     

8 月 3 日（月） 

シュリー・クリシュナ ジャンマスタミ   

8 月 11 日（火） 

スワーミー・アドヴァイターナンダ      

8 月 18 日（火） 

 

・8 月の協会の行事 

 

8 月 1 日（土）14:00〜16:00  

（日本語のみ） 

インド大使館バガヴァッド・ギーター

聖典講義 （※場所はインド大使館で

はありません） 

場所：逗子協会 

講話者：スワーミー・メーダサーナン

ダ  

*参加ご希望の方は、3 日前までに、

benkyo.nvk@gmail.com までご連絡くだ

さい。 

*過去のテキストデータは☞ 

https://www.vedantajp.com/テキストギャラ

リー-各種勉強会/インド大使館バガヴァッド

-ギーター聖典講義/インド大使館講話 2020/ 

 

8 月 9 日（日）14:00～16:00  

（日本語のみ） 

『ラーマクリシュナの福音』勉強会 

講話者：スワーミー・メーダサーナン

ダ  

*過去のテキストデータは☞ 

https://www.vedantajp.com/テキストギャラ

リー-各種勉強会/ラーマクリシュナの福音勉

強会/福音勉強会 2020/ 

 

8 月 16 日（日）14:00～16:30   

（日本語と英語）  

クリシュナ生誕祭：（講話、チャンティ

ング、リーディング、賛歌） 

講話テーマ：「シュリー・クリシュナ」 

講話者：スワーミー・ディッヴャナタ

ーナンダ 

*参加をご希望の方は 3 日前までに、

benkyo.nvk@gmail.com までご連絡下さ

い。 

 

8 月 23 日 （日）14:00～16:00  

（日本語のみ） 

逗子午後例会 

講話内容：『瞑想と霊性の生活Ⅰ』スワ

ーミー・ヤティシュワラーナンダ著 

講話者：スワーミー・メーダサーナン

ダ 

*過去のテキストデータは☞ 

https://www.vedantajp.com/テキストギャラ

リー-各種勉強会/逗子午後例会-ハーフデイ

リトリート/2020/ 

 

＜ハタヨガ・クラス＞ 

日程：通常 毎月 第１、第２、第４ 

土曜日 

時間：10：30～12：00 

レッスンが変更になる可能性もござい

ますので直接、担当講師にご連絡くだ

さい。 

お問い合わせ： 

080-6702-2308（荒井弘人） 

mailto:benkyo.nvk@gmail.com
https://www.vedantajp.com/テキストギャラリー-各種勉強会/インド大使館バガヴァッド-ギーター聖典講義/インド大使館講話2020/
https://www.vedantajp.com/テキストギャラリー-各種勉強会/インド大使館バガヴァッド-ギーター聖典講義/インド大使館講話2020/
https://www.vedantajp.com/テキストギャラリー-各種勉強会/インド大使館バガヴァッド-ギーター聖典講義/インド大使館講話2020/
https://www.vedantajp.com/テキストギャラリー-各種勉強会/ラーマクリシュナの福音勉強会/福音勉強会2020/
https://www.vedantajp.com/テキストギャラリー-各種勉強会/ラーマクリシュナの福音勉強会/福音勉強会2020/
https://www.vedantajp.com/テキストギャラリー-各種勉強会/ラーマクリシュナの福音勉強会/福音勉強会2020/
mailto:benkyo.nvk@gmail.com
https://www.vedantajp.com/テキストギャラリー-各種勉強会/逗子午後例会-ハーフデイリトリート/2020/
https://www.vedantajp.com/テキストギャラリー-各種勉強会/逗子午後例会-ハーフデイリトリート/2020/
https://www.vedantajp.com/テキストギャラリー-各種勉強会/逗子午後例会-ハーフデイリトリート/2020/
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メール: ochanomizuyoga@gmail.com 

*専用ホームページは☞ 

https://zushi-hatayoga.jimdofree.com/ 

 

月例講話  

5 月 17 日逗子ライブストリーミング 

「暗闇から光へお導きください」 

スワーミー・ディッヴャナターナンダ 

 

皆さんこんにちは。日本ヴェーダー

ンタ協会の月例リトリートの初めには、

次のマントラを唱えます。 

 

アサトー マー サドガマヤ 

タマソー マー ジョーティルガマヤ 

ムリッティヨルマー アムリタム ガ

マヤ 

オーム シャンティ シャンティ  

シャンティ 

 

つかの間の事実から永遠の真理へお導

きください。 

暗闇から光へお導きください。 

死から不死へお導きください。 

 

私たちが「暗闇から光へお導きくだ

さい」というとき、暗闇とは実際どう

いう意味でしょう？なぜ、この地球上

に暗闇が発生するのでしょうか？ そ

の物理的な理由は、地球は回っていて、

太陽の方を向いている側の地球が日光

を楽しんでいるとき、地球の反対側は

夜で暗闇に包まれている、ということ

です。夜、暗闇であっても太陽が全く

存在しないということではありません。

曇りの時と同様のことが起こっている

のです。つまり、太陽は存在するけれ

ども見ることはできません。全く同じ

ように、私たちの本性は自ら輝いてい

るけれど、私たちの真我を分厚い無知

が覆っています。それでアートマンは

知覚されないのです。だから私たちが

「暗闇から光へお導きください」と祈

ることは、実際には、「心から無知とい

う覆いを取り除いてください」と祈っ

ていることになります。この無知が取

り除かれると、アートマンは自然と輝

くでしょう。 

 

暗闇の原因 

 

なぜ私たちは暗闇の中にいるのでし

ょうか？ この現象を多角的に説明し

てみましょう。まず、人は例外なく、

三つのことを望みます。一つ目は、永

遠に生き続けたい。死ぬことが分かっ

ていても、誰も死にたくありません。

二つ目は、私たちはみんな幸せがほし

い。誰も「私は苦しみが欲しい」「私は

悲しみが欲しい」とは言いません。三

つ目は、私たちは知識を渇望していま

す。だから日常の中で人々が、時事、

スポーツ、政治、株式市場、映画など

の情報のために、新聞を読んだり、テ

レビを観るのです。私たちは常に自分

の周りで起こっていることに興味があ

ります。そして、私たちには永遠に生

きたい、幸せになりたい、知識が欲し

https://zushi-hatayoga.jimdofree.com/
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い、という三つのことがしみ込んでい

ます。この三つは、全ての人間に共通

です。 

 

なぜなのでしょうか？ なぜなら、

聖典では、私たちの本性はサット・チ

ット・アーナンダ、つまり、絶対の存

在・知識・至福だ、と言明しているか

らです。ご存じのように、私たちの本

性はアートマンです。アートマンは生

まれも死にもせず、不滅です。アート

マンは「絶対の存在」です。死ぬのは

体です、それが私たちが死にたくない

理由です。みんな自分の本性に戻りた

いのです。私たちは「絶対の知識」で

あるのに、外に知識を求めています。

さらに、私たちは「絶対の至福」なの

に、外のものに幸せを探しています。

そうすると、実際にはどういうことが

起こっていますか？ 無限な存在が、有

限なものの中に、決して手に入らない

知識、至福、永遠の存在を探し求めて

います。そのことが無数の願望を生み

だし、私たちを束縛し、「魂」が暗闇の

中に飲み込まれる理由です。 

 

もう一つの観点から見てみましょう。

聖典は、マーヤーのせいで私たちは二

元的なこの世界に束縛されている、と

言います。マーヤーには二つの力があ

ります。サンスクリット語で、アヴァ

ラニ・シャクティとヴィクシェーパ・

シャクティです。アヴァラニとは「覆

い隠す」という意味で、マーヤーは真

理を隠して覆います。ヴィクシェーパ

とは、私たちはあるものを別のものだ

と誤って見る、という意味です。 

 

『ラーマクリシュナの福音』の中に

アヴァラニ・シャクティの一例が見ら

れるのですが、そこでシュリー・ラー

マクリシュナは『ラーマーヤナ』から

ラーマ、ラクシュマナ、シータに関す

る例を引用しておられます。三人が森

の小道を歩いていた。ラーマが先頭で

シータが二番目、ラクシュマナがそれ

に続いた。ラクシュマナにはラーマが

見えなかった。シータが間にいたから

だ。この例では、シータがマーヤーに

例えられています。なぜなら、シータ

が、ラクシュマナが神様であるシュリ

ー・ラーマを見ることを妨げていたか

らです。この世界では、自分の目前に

見えるものは何でも、生物、未生物―

男性、女性、子供、若者、年寄り、金

持ち、貧乏人、教養のある人、教養の

ない人、木、山、川、建物、など、す

べて本当は神様に満ちています。しか

しアヴァラニ・シャクティ、つまりマ

ーヤーの力で、私たちはこれらすべて

の変化する実体の背後にある神様を知

覚することができず、変化するものだ

けを見ます。 

 

次に、ヴィクシェーパ・シャクティ

は、あるものを別のもののように見せ

るマーヤーの力です。このことを説明

するために、聖典ではある例がよく引
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用されます。夜、家から出かけるとす

る。急にあなたは蛇のようなものがポ

ーチの近くにいるのを見る。あなたが

びっくりして電気をつけると、それは

蛇ではなく実際は縄であることが分か

る。あなたがおびえたときも、それは

ただのロープであり、ヘビではなかっ

た。これが、ヴィクシェーパ・シャク

ティが意味するもので、あるものを別

のものと間違えることです。 

 

アートマンの覆いのもうひとつの理

由は、サットワ、ラジャス、タマスと

いう三つのグナの存在です。この概念

はバガヴァッド・ギーターのいくつか

の章に見られ、これらのグナが魂を束

縛している、と説明されています。タ

マスは私たちを暗闇と迷妄の中に置く

ことで束縛します。ラジャスは活動、

欲張り、落ち着きのない状態にするこ

とで束縛します。サットワは解脱への

欲求を私たちに与えますが、知識とよ

り高い幸福によって、私たちを同じよ

うに束縛します。 

 

シュリー・ラーマクリシュナは、こ

のことをある例を使って説明されまし

た。ある金持ちがたいそう深い森を歩

いていると、突然 3 人の盗賊団（どろ

ぼう）に出くわした。彼の持ち物を奪

い取ってから、一人目の盗賊は「こい

つの財産は奪った。彼を殺そう」と言

った。二人目の盗賊は「いや、木に縛

るほうがいい」と言い、みんなそれに

賛成したので、彼らは近くの木に彼を

縛って立ち去った。しばらくすると三

人目の盗賊が戻ってきて、金持ちの縄

をほどき、家へ帰る道を教えた。金持

ちは三人目の盗賊の助けに感謝し、自

宅の夕食に誘った。しかし盗賊は、絶

対に警察が待っていてみんなを捕まえ

るだろうから、と言って断った。この

三人の泥棒は、サットワ、ラジャス、

タマスの三つのグナを象徴しています。

一人目の金持ちを殺したい盗賊はタマ

スをあらわし、二人目の木に縛り付け

ようとみんなを説得した盗賊はラジャ

スをあらわします。三人目の、戻って

きて金持ちを自由にして帰路を教えた

盗賊はサットワをあらわします。サッ

トワは私たちに解脱への道を示し、純

粋さや慈悲のような美徳を生み出しま

す。それは「至高の霊」への道に導き

ますが、それ自身が私たちに解脱を与

えることはできません。私たちは、解

脱のために三つのグナを超越しなけれ

ばならないのです。このようにグナの

遊びのせいで、本質的に純粋、光輝き、

自由、である魂は、無知つまり暗闇に

よって束縛されています。 

 

不満は祝福 

 

シュリー・ラーマクリシュナは、「こ

の世は神様のお遊びであり、神様は楽

しみたいので、誰にもムクティ（解脱）

をしてほしくないのだ」ともおっしゃ

いました。彼は以下の例を使って説明
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されました。主婦は子供にさまざまな

おもちゃを与え、それに夢中にさせて

いる間に家事をする。子供はしばらく

は遊びを楽しむが、おもちゃに完全に

満足すると、飽きてお母さんを求めて

泣き始める。そうするとお母さんがや

ってきて、子供を膝の上に乗せる。同

様に神様も私たちに、親戚や浮世の楽

しみや富など一過性のさまざまなおも

ちゃを与えます。そして、私たちがこ

れらの一時的なものに満足してすごく

幸せなうちは、私たちはそれ以上の渇

望は感じません。私たちの場合も、ひ

とたび私たちが満足し、もうこの世界

のどんなおもちゃも要らなくなって心

から泣くと、母なる神様がやってきて

私たちを「彼女」の腕の中に連れて行

ってくださるでしょう。 

 

幸運な魂には、この不満がやってき

ます。彼らは、感覚を超越する何かを

探し求めます。彼らは快適さ、お金、

関係性などを望みません。彼らは永遠

の幸せを探し始めます。スワーミー・・

ヴィヴェーカーナンダ（スワーミージ

ー）は、『ギャーナ・ヨーガ』の中で「信

仰は、現在の状況への強烈な嫌悪感が

もたらす」とおっしゃいました。 

 

マハーバーラタにはヤヤティ王の話

があります。彼は呪われて突如若さを

失い、老人となった。王の息子の一人

が自分の若さを王に貸すことに同意し

たので、王は何百年も人生を楽しむこ

とができた。しかし彼は後年、現生の

何ものも永遠の満足を与えることはで

きない、ということが分かった。 

 

偉大な聖者で詩人であるトゥルシー

ダースには、ラトナヴァリという美し

い妻がいた。彼は妻に夢中だったので、

彼女なしでは一日も過ごすことができ

なかった。ある日、彼の妻は両親に会

いに実家に行くことになった。若いト

ゥルシーダースは、彼女なしでは生活

するのが非常に難しいので、大雨の中、

妻の実家への旅に出た。彼の到着後、

妻は彼を見ても全く喜ばず、彼女に対

する彼の執念に不機嫌になった。 彼女

は「もしあなたがこの多大な愛を神様

に向けたら、あなたは『彼』を悟るで

しょうに」と言って彼を叱った。この

叱責を聞いてトゥルシーダースは我に

返り、妻も含めてこの世を放棄した。

そして霊的実践とラーマチャンドラ

（ラーマ神）に自らを捧げた。このこ

とから、少数の魂にはこの世に対する

深い不満と嫌悪感が生じ、そして彼ら

は霊的実践に身を捧げる、ということ

が分かります。 

 

暗闇を乗り除く 

 

ここまで暗闇について話をしてきま

したが、今日のテーマは「暗闇から光

へお導きください」ですので、光への

道についてお話しします。まずはアー

トマンの覆いを取り除くことから話し
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始めましょう。 

 

バガヴァッド・ギーターの第 7章 14 節 

ダイヴィー ヒ エーシャー グナマ

イー ママ マーヤー ドゥラッテャ

ヤー / 

マーム エーヴァ イェー プラパッ

デャンテー マーヤーム エーターン 

タランティ テー // 

（翻訳） 

世の人々が、これら三性質から成る私

の幻象に、惑わされずにいることは非

常に難しい。 

だが私にすべてを委ねて帰依する人は、

やすやすとその危険を乗り越えられる

であろう。 

 

私たちがする霊的実践は、魂からこ

の暗闇を取り除くためのものです。世

界中のラーマクリシュナ僧院のセンタ

ーでは、夕拝（アーラティ）の時にス

ワーミー・ヴィヴェーカーナンダが作

られた『カンダナ バヴァ…』で始ま

る賛歌を歌いますが、その中に「ジョ

ーティラ ジョーティ ウジャラ‐フ

リディカンダラ トゥミ タモ‐バン

ジャナ ハー」という歌詞があります。

実際これはシュリー・ラーマクリシュ

ナへの祈りであり、その意味は「光の

うちの光よ、私たちの真の祈りに答え

て、ハートの洞窟からあらわれて輝い

てください。そこにある無知の暗闇を

破壊してください、神様どうか、無知

の闇を破壊してください」です。 

 

『ラーマクリシュナの福音』の中で

ある信者がシュリー・ラーマクリシュ

ナに「どのように神様への信仰を強め

ることができますか？」と聞きました。

シュリー・ラーマクリシュナは医者が

薬を処方するように、以下のような実

践を処方されました。 

 

・神様の名前を繰り返し唱えなさい。 

・一人になって、「彼」について考え、

「彼」に祈りなさい。 

・一時的なものと永遠のものについて、

識別しなさい。 

・ときどき聖なる交わりを求めなさい。 

 

もし師の処方に誠実に従うならば、私

たちは神様への深い愛を得るでしょう。 

 

ジャパ 

 

神様の名前を繰り返し唱えること

（ジャパ、ジャパム）は、世界のほと

んどすべての宗教の一般的な実践です。

信者は神様の名前を繰り返し唱え、「彼」

の特性や形を瞑想します。シュリー・

サーラダー・デーヴィー（ホーリー・

マザー）は、「風が雲を立ち去らせるよ

うに、神様の御名は私たちの心の中に

ある世俗的な雲を追い払います」とお

っしゃいました。ホーリー・マザーは

教えの中で、ジャパの重要性を強調さ

れました。シュリー・ラーマクリシュ

ナの直弟子の、スワーミー・ブラフマ
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ーナンダジー、シヴァーナンダジー、

トゥリヤーナンダジー、アドブターナ

ンダジーなどのスワーミー方も、教え

の中でジャパの重要性を強調されまし

た。 

 

ホーリー・マザーは「たとえあなた

が神様の御名を唱えることに魅力を感

じなくても、あなたはご利益をいただ

けます。なぜなら、自分で川に飛び込

もうが、誰かに川に突き落とされよう

が濡れるでしょう。だからもし神様の

御名を繰り返せば、ご利益をいただけ

るのです」とおっしゃいました。 

 

神様の御名を唱え続ければ、心は神

への思いで染まるでしょう。シュリ

ー・ラーマクリシュナは、「染料に浸し

た白い布は染料の色に染まる」という

例を述べられました。それと同じよう

に、心がどの仲間のことを考えていて

も、心はその色に染まります。平均的

な人の心は世俗性に満ちているので、

神様のことをあまり気にかけません。

そのような人の心は、世俗的な考え、

日常生活に関する考え、さまざまな心

配と不安、喪失と獲得、過去と未来な

どでいっぱいです。そこでシュリー・

ラーマクリシュナはこの平均的な心に

ついて話されていますが、「彼」は「神

様の御名を心を込めて繰り返すと、次

第に神様の特性が自分の意識になる」

とおっしゃいます。神様への信仰は、

愛、純粋さ、知識などの特性とともに

発展します。ゆっくりと人はこれらす

べての特性を吸収します。そしてこれ

らの実践は私たちのハートから暗闇を

取り除くのに非常に役立つ、というこ

とがわかります。 

 

祈り 

 

シュリー・ラーマクリシュナはもう

一つの大事な実践を処方されます。そ

れは祈りです。『ラーマクリシュナの福

音』には 40 回以上もこの言葉が出てき

ます。彼は「神様への真摯な祈りは、

心を世俗的な考えから引き上げる大き

な助けとなり、信仰を得る方法である」

とおっしゃいました。彼は「渇仰心を

持って神に祈るように」とおっしゃり、

「もし私たちの祈りが心からのものな

らば、『彼』は必ず聞いてくださる」と

保証してくださいました。 

 

私たちは、彼のような神の化身や悟

った魂から祈る方法を学ばなければな

りません。すべてのこのような先生は、

私たちの祈りが誠実でなければならな

いことを強調しておられます。シュリ

ー・ラーマクリシュナと彼の弟子たち

は、私たちに祈りの方法を教えてくだ

さいました。彼らはみんな、私たちの

祈りには無力感が伴わなければならな

い、と述べられます。私たちが無力で

あるときだけ、私たちは心から祈るこ

とができるからです。自分の力ですべ

てを手に入れることができると確信し
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ているときは、祈りたいという衝動に

駆られません。また、「神様は実在し、

親切で、慈悲深い」という信仰を深め、

「『彼』は私たちの祈りを聞いてくださ

る」というような信仰も深めると、そ

のとき私たちの祈りは誠実なものとな

ります。 

 

ある弟子がラトゥ・マハーラージと

して知られるアドブターナンダジーに

「私たちは神様を知りません。どのよ

うに『彼』に祈ればいいのでしょう？ 

『彼』が祈りを聞き届けてくださる、

という保証はどこにありますか？」と

聞いたことがあります。アドブターナ

ンダジーはとても適切な回答をされま

した「誰かが仕事に応募するときは、

その担当者に履歴書を送るでしょう。

たとえその担当者のことを知らなくて

も、適切な履歴書を書いて郵送すれば、

受け付けてもらえます。それと同じよ

うに、私たちは神様を知らなくても、

『彼』に祈り、それを正しい届け先に

送れば、『彼』は必ず聞いてくださいま

す」。  

このように、絶対に「彼」は私たちの

祈りを聞き届けてくださいます。 

 

シュリー・ラーマクリシュナは私た

ちに祈りの方法を教えてくださいます。

『ラーマクリシュナの福音（p775）』の

中で、「おお、母（マー）よ、私は自分

を、あなたのお慈悲にお任せいたしま

す。あなたの尊い御足のもとに避難い

たします。私は肉体の安楽を求めませ

ん。名声も栄誉も求めません。八つの

超能力もほしくはございません。お恵

みによってどうぞ、あなたへの純粋な

愛、欲望によって損なわれず利己的目

的によって汚されていない愛、信者が

愛のためだけに求める愛をお与えくだ

さい。そして、おお『母』よ、あなた

の世をまどわすマーヤーによってあざ

むかれないよう、あなたの不可思議な

マーヤーによって呼び出されたこの世

界、『女と金』に執着しないよう、どう

ぞお恵みください！ おお『母』よ、

私がわがものと呼びうるものは、あな

たの他にありません。母よ、私は礼拝

の仕方も知りません。苦行もしてはお

りません。信仰と知識も持っておりま

せん。お慈悲をたれたまえ、『母』よ、

そして、あなたの無限のお慈悲によっ

て、あなたの蓮華の御足への愛をお与

えください」と母なる神様におっしゃ

いました。 

 

さらに、私たちは夕拝の時に『サル

ヴァ・マンガラ・マンガリエ…』から

始まる母なる神様への賛歌を歌うので

すが、この賛歌の中に「サラナーガタ 

ディナールタ パリトラーナ パラー

ヤネ」という部分があります。ここで

のサラナーガタは「あなたの御足に避

難します」という意味です。そして、

自己を明け渡す実践のためには、ディ

ナとアルタ、つまり無力と苦悩の状態

でなければなりません。人は、マーヤ
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ーのこの世界で無力を感じるときにの

み、神様だけが私たちをこの大海から

引き上げてくださると知り、明け渡す

ことができるのです。その気持ちでも

って、その態度でもって、私たちは祈

り、神様の御名を繰り返し唱えるべき

です。そうしてはじめて、私たちの祈

りと神様の御名の繰り返しは真摯なも

のとなり、私たちのハートから出るで

しょう。先に申し上げたように、子供

が泣くとお母さんは来てくれます。祈

りもまた「聖なる母」への魂の叫びで

す、私たちをこの暗闇の海から引き上

げてくださる私たちの魂の魂への叫び

です。 

 

シュリー・ラーマクリシュナの直弟

子で、ラーマクリシュナ僧団の二代目

僧長であるスワーミー・シヴァーナン

ダジー（マハープルシャ・マハーラー

ジ）は、祈りと神の御名を繰り返し唱

えることについて、何度も何度も教え

や手紙の中で強調されました。ある手

紙の中でおっしゃいました。「できるだ

け師の御名を繰り返してください。あ

なたの心が師の御名で満たされるよう

にしてください。もし、あなたの心が

これで満たされたなら、物質的、道徳

的、霊的な何も欲しくなくなるでしょ

う。神様への愛、あるいは『彼』への

信仰が薄いとき、あなたはそれらがな

いことを残念に思います。足るを知る

ことは非常に大切な宝物です。足るを

知ることは神様への愛から自然に出て

くる心の状態です。 

多大な熱情をもって祈ってください。

すねている子供のように泣いて、あな

たが欲しいものをせがんでください。

『彼』の御名、『彼』の聖なる御名、解

放させるその御名、全能なる神がすべ

ての力を吹き込んだその御名、を繰り

返し唱え続けてください。そうすれば、

数えきれないほどの転生で蓄積された

すべての罪と悪い傾向を取り除くこと

ができるでしょう。 

まさにこれを実現するために、『主』

は幻惑のない『彼』の住処から出て、

聖なる化身としての役を演じるために

人間の形をとられたのです。『彼』は今

や名前も形もラーマクリシュナです。

『彼』がこの名前と形をもつのは、私

たちが全ての名前と形を超え、絶対の

平安の境地に達することを助けるため

に他なりません。私たちが神様への信

仰を失うとき、私たちは憂鬱のえじき

になります」 

 

先に述べたアーラティ・バジャン（祈

りの歌）の『オーム フリム リタム』

の中で、次のように歌います。 

テージャス タランティ タラサ ト

ゥワイ トゥリプタ トゥリシュナー 

ラーゲー クリテ リタパテ トゥワ

イ ラーマクリシュネ 

 

ここでの「リタパテ（rita:真理 

pathe：道）」とは、「『彼』は真理の象

徴、我らが達すべき真理への道」とい
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う意味です。これは、神様の御名を唱

え、「彼」の形と神の崇高な特質を瞑想

することを意味します。私たちは「彼」

に祈り、「彼」の栄光を歌います。私た

ちは「彼」を喜ばせるために働きます。

そうすれば、実際のところ何が起こる

でしょう？ 私たちは「彼」に達する

ために「彼」の支援を受けています。

そして、「テージャス タランティ タ

ラサ トゥワイ トゥリプタ トゥリ

シュナー」は、「神様への愛、『彼』の

名前と形への愛、を育む人は、すぐに

サムサーラの海、世俗の海を渡ること

ができる」です。 

 

なぜ私たちがこの世に縛られている

かを分析すると、「私」と「私の」とい

う概念のためだということが分かりま

す。私たちはエゴのせいで、私は男で

す、私は女です、私は金持ちです、私

は貧乏です、そして、私の両親、私の

家、私の家族、私の職業、私の好きな

もの、私の嫌いなもの、などと感じま

す。これらはすべて、 「私」と「私の」

の概念が原因で、それが私たちがこの

世に惑わされ、縛られている理由です。

霊的な実践はこの「私」と「私の」を

私たちの魂からゆっくりと取り除く手

助けになります。そして徐々に神様は

私たちの「私」と「私の」を奪い取っ

てくださいます。これはシュリー・ラ

ーマクリシュナが、「『未熟な私』が『成

熟した私』に溶け込む」と呼ばれたこ

とです。「未熟な私」は、「私はだれそ

れ、私は教養がある、私はイライラし

ている、私は金持ち、私は貧乏、私は

誰それの息子、娘」などと言います。

しかし、「成熟した私」は、「私は神様

の子供」と言います。霊性の実践は私

たちを「未熟な私」から「成熟した私」

へと引き上げる助けとなります。 

 

実在と非実在の識別 

 

祈りと神様の御名を繰り返すことに

加えて、シュリー・ラーマクリシュナ

は「実在と非実在を識別するように」

とおっしゃいました。何が永遠で何が

一時的でないかを分析して考えること

は、とても大事なことです。もし識別

をしなければ、少しの間は霊的実践を

続けるかもしれませんが、再び世俗の

魅力に巻き込まれると、実践を中止す

るかもしれません。だから私たちが誠

実に実践するためには、これらのこと

を同時進行しなければなりません。 

   

バガヴァッド・ギーター第 13章 19 章 

インドリヤールテーシュ ヴァイラー

ッギャム アーナンカーラ エーヴァ 

チャ / 

ジャンマ・ムリッテュ・ジャラー・ヴ

ャーディ・ドゥフカ・ドーシャーヌダ

ルシャナム //  

 

（翻訳） 

欲望の対象から心を離すこと、我執を

無くすこと、 
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生老病死を苦とみなし、その本質を究

めること 

 

この節でシュリー・クリシュナは、

誕生、死、加齢、病気の弱点をしっか

りと見るように助言しておられます。

仏教では、無常と死について瞑想を実

践します。彼らは求道者に、幸福と苦

しみ、誕生と死、若さと老いなどの無

常について熟考するように助言します。

これらすべての変動現象は永遠に続く

ものではありません。これらすべての

現象の背後には 1 つの真実のみがあり

ます。また、聖なる本や聖典を勉強は、

「全ての事物の一時性」と「神様の永

続性」という考えを私たちの心に再三

思い起こさせる大きな助けとなります。 

 

知識の光 

 

『ラーマクリシュナの福音』の中で

師は、「私たちはハートに知識の光を灯

さなければならない」とおっしゃいま

す。それはどういう意味でしょうか？

昔、電気が発明される以前は、家を照

らすためにろうそくとランプが使われ

ていました。貧しい人はたくさんラン

プを買う余裕がありませんでしたが、

金持ちは複数のランプを買う余裕があ

ったので、より多くの光を楽しむこと

ができました。しかし、シュリー・ラ

ーマクリシュナは、私たちのハートの

中で灯すべきは知識のランプである、

とおっしゃいました。私たちの周りに

は、世俗的な意味で人生に成功する人

がたくさんいます。多くは巨万の富を

手にしますし、並外れた才能を獲得し

て有名人になる人もいます。しかし、

シュリー・ラーマクリシュナによると、

人生の唯一の目的は神様を悟ることで

あり、他のすべての努力は無駄である

のです。シュリー・ラーマクリシュナ

はこのことをたびたび強調されました。

聖典に定められているとおりに真摯に

霊的実践を追求することによって、自

分のハートの中とすべての人の中に神

様の存在を悟るたぐいまれな幸運な魂

がいます。彼らが「彼」のヴィジョン

を得ると、ハートの結節はほどけ、自

分は本質的に純粋でサッチダーナンダ

であることを悟ります。これは私たち

にも起こり得ますし、それを目指して

努力する人なら誰にでも起こり得ます。

そしてそれだけが、知識の光が私たち

のハートに灯された、と言えることな

のです。 

 

赤ちゃんが生まれると泣くのは自然

な現象です。そしてその泣き声を聞い

てみんな喜びます。それはその泣き声

が赤ちゃんが正常であることを意味す

るからです。しかし、この赤ちゃんが

大人になって、やがて老人となり亡く

なるとき、周りの人は皆泣きます。一

般的な人は満たされていない欲望が多

いので、この世を去りたくありません。

彼らは体を離れるのがとても嫌で、た

いそう苦しみます。しかし、私たち信
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者が神様と一つであると感じ、この体

と心とは別であると感じることができ

たなら、死の床で周りの人々が泣いて

いるときに、私たちは笑うでしょう！

だから私たちの目標は、真摯に実践を

して、暗闇もなく、死もなく、移り変

わりもない住処へと行き、不死を得る

ことです。 

 

皆さん、シュリー・ラーマクリシュ

ナ、シュリー・サーラダー・デーヴィ

ー、スワーミー・ヴィヴェーカーナン

ダが私たちを暗闇から光へ導いてくだ

さいますように祈りましょう。 

 

ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

新バガヴァッド・ギーター講座の写真 

（2020 年 05 月 24 日） 

 

 

忘れられない物語 

 

「貴いお方の慈愛の話」 

 

ある小さな街に、寛大な心で名高い

億万長者がいた。彼は誰に対しても何

も拒否しなかったので、人々は彼をマ

ハーバーラタのカルナと比較した。 

 

ある日、貧しいブラーミンが彼に助

けを求めてやってきた。ブラーミンは

彼のあらゆる困難を億万長者に語り、

必死で助けを求めた。そこで億万長者

は「もちろん私はあなたを助けるため

にできることをしましょう」と言って、

ブラーミンを行かせた。その後すぐに

億万長者は、多くの金、米、食料品、

絹の服、家具をブラーミンに送った。

貧しいブラーミンは喜びで有頂天にな

った。彼はそんなに期待していなかっ

た。彼はわずか 5 ルピーかそこらを期

待していたのだが、受け取ったものは

1000 ルピー以上の価値があった。 
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億万長者に対する贈り物は何もなか

った。億万長者は、貧しいブラーミン

が送られたものに満足していないかも

しれないとさえ思った。そこでブラー

ミンにより多くのものを送った。ブラ

ーミンはこのことに、さらに感謝した。 

「私がこれらすべてを持ち返る苦労を

しないように、貴いお方は彼の召使い

に届けさせなさった」とブラーミンは

この上もない感謝の気持ちで思った。

その後、彼は億万長者への奉仕に就き、

全生涯にわたり仕えた。 

 

この億万長者は神で、貧しいブラー

ミンは敬虔なサーダカ（霊性の修行者）

である。無数の欲望と欲求のせいで、

あらゆる面で困難に見舞われたサーダ

カは、「主」の蓮華の御足に助けを求め

る。祈りと瞑想を通して、彼は「主」

に近づく。彼は自分の内に「彼」の聖

なる存在を感じる。彼は、「『彼』の恩

寵」が自分のもとに降るであろうとい

う保証を「主」から受け取る。あーら、

不思議！ 「恩寵」の洪水がすぐさま

トリシュナ（渇望心）とヴァーサナ（心

の潜在的傾向）を洗い流し、サーダカ

のアンタッカラナ（内因）を、黄金の

美徳、知識という穀物、ヴァイラーギ

ヤ（離欲）という衣服、サーダナ・チ

ャトゥシュタヤ（救済の道）という品々、

そして瞑想とサマーディという家具

（理想の坐）で満たす。 

 

全能者にとってこのことは大したこ

とではない。なぜなら「彼」は信者に

インドラの性質とブラフマンの性質さ

え与えることができるのだから。しか

し、サーダカにとってそれらは非常に

貴重なものを意味する。「主」はサーダ

カがこの世を去り「『彼』の住処」に行

くまでお待ちになるどころか、贈り物

をサーダカ自身の住居つまりこの世に

送ってくださった、ということにサー

ダカは気づき感激する。この上もない

帰依心で満たされたサーダカは、その

後ずっと「主」に仕え、「『彼』の栄光」

と「『彼』のリーラ」を普及させるため

に我が身を捧げる。 

 

…シヴァナンダの寓話 

ディヴァイン ライフ ソサイエティ

発行 

 

今月の思想 

 

じっとしていれば、大地があなたに話

しかけて来るだろう。 

…ナヴァホ族の格言 
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